
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南北朝期に、徳山貞信は徳山谷での地歩を固めたとされ、美濃の土岐氏から

婿(後の貞長)を迎えます。貞長とその子(貞次)は徳山谷に居を構えて領主と

して活躍していたと考えられ、貞次没後の貞輔は朝倉氏に仕えました。貞輔没

後の貞隆は土岐氏に属し、斎藤利長により深坂地頭を与えられます。この頃に

は徳山陣屋跡の背後山頂に徳山城が築かれたとみられ、徳山谷は戦火に見舞

われますが、やがて則秀は徳川家康に仕え、関ケ原の戦い後に五千石を与えら

れて、更木(各務原市)に陣屋、徳山谷には代官屋敷を置き、実質的に本郷地区

の庄屋が村政を担いました。 

徳山谷の歴史 

領主・徳山氏の軌跡 


